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妊娠期から生後1年までの児に対する母親の愛着と

その経時的変化に影響する要因

大村　典子1），光岡　船子2）

〔譲文要旨〕

　周産期において母親が抱く児への愛着感情の変化を知ることを目的とし，妊娠期の愛着と生後3か月，

生後1年における乳児への愛着との関連，および愛着の経時的変化に影響する要因について検討した。

　愛着に影響する要因として，母親のイライラ感や育児不安，心配事などは妊娠期から産後のどの時期

においても児への愛着に関連しにくいことが示唆された。一方，産後に育児の楽しさ，子育てを通して

の幸せ感を感じている母親は乳児への愛着＝が有意に高かった。

　また，妊娠期の愛着得点と生後3か月，1年の乳児への愛着得点との間に有意な関連が認められたが，

相関の程度は中等度であり，妊娠期の愛着は生後の愛着と関連をもっているものの，生後の愛着に影響

する他の要因が多くあるといえる。

　経時的な変化について，愛着得点は妊娠期から生後3か月にかけ，有意に高まり，その後1年まで一

定のレベルを保っていた。妊娠期から生後3か月にかけて愛着が上昇する群は，経産婦，妊娠を希望し

た母親，妊娠中の不安が少ない母親，生後3か月に育児不安を持たない母親，母乳栄養の母親群であっ

た。

　これらのことから，特に初産婦や妊娠を希望しなかった母親育児不安をもつ母親においては，生後

3か月の時期は，愛着形成の危機に陥りやすい時であり，母親が抱く児への愛着感情は一時期の愛着の

強さのみならず，長期的な安定性をとらえていくことの必要性が示唆された。

Key　words：胎児への愛着，乳児への愛着，愛着形成，縦断調査

1．はじめに

　母と子の愛着形成において，出生直後の新生

児との接触が母親の心に非常に強い影響を及ぼ

す，いわゆる感受期が存在することは古くから

知られている。しかし，女性はすでに妊娠中か

ら母親らしい感情や，胎内のわが子への愛着を

抱いており，また，その形成の大部分は出産後，

たゆみなく繰り広げられる日常の養育行動を通

し，母と子がお互いの反応や愛情を喚起しあう

関係性の中で築かれていく発達的プロセスであ

る。女性が子どもへの愛着を育みながら，母親

としての役割を獲得し，健全な母子関係を形成

していくために，出産後の一時期のみならず，

妊娠期から乳児期，幼児期を経た育児期にかけ

長期的視野にたった支援が求められている。

　妊娠中の胎児への愛着と出産後の乳児への愛

着との問に関連があることはすでにいくつかの

研究において報告されているv～3）。しかし，そ

の多くは，妊娠期から産後1か月頃までの追跡
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や，妊娠期の愛着感情と産後の母性行動との関

連であり，母親の愛着感情に焦点をあて，長期

縦断調査を実施したものは少ない。

　また，母親の愛着形成に影響を与える要因に

ついても，妊娠中は在胎週数や胎動初午によっ

て母親の愛着感情が高まることが証明されてい

るものの4），妊娠期から産後にかけての経時的

な愛着の変化やそれに影響を及ぼす要因につい

ては，まだ十分明らかにされていない。

　本調査の目的は，妊娠期の胎児への愛着と生

後3か月，1年までの乳児への愛着の経時的変

化を知ること，および，その期間の母子の愛着

の変化に影響を与える要因を探ることである。

皿．研究方法

対象と方法

　妊婦定期健康診査のために産科外来を訪れた

妊婦を対象に，研究の目的・方法などを説明し，

縦断調査への協力を求めた。同意の得られた妊

婦には研究依頼書に住所・氏名を記入してもら

ったうえ，郵送法によって質問紙の送付・回収

を行った。調査時期は，妊娠期と生後3か月，

および生後1年の時点である。縦断調査におけ

る各時期のデータのマッチングは母親の生年月

日と出産予定日をコード化した番号によって行

い，回答された調査表への記名は対象者の自由

とした。個人情報の漏洩防止に努め，住所，氏

名は，出産1年後の調査表を送付した時点で処

分した。

　調査内容は，母親の属性や背景に関する基礎

情報と妊娠期や育児期の様子についての質問

紙，および児への愛着である。児への愛着は筆

者らが独自に作成した10項目の質問（表1）の

合計得点によって測定した。妊娠期と産後では

対象が胎児から乳児に変化するため，質問内容

の表現は対象児にあわせ修正したが，質問の意

図や項目数は変えないように配慮している。調

査期間は，平成14年11月から平成16年5月であ

る。

　分析にはSPSSII．0を用い，愛着得点の平均

値の差の検定にはt検定と分散分析，愛着の各

時期における関連については積率相関係数，愛

着得点の経時的な比較には対応サンプルにおけ

るt検定を用いた。

皿．結 果

1．対象者の背景

　妊娠期から生後1年までの縦断的研究に協力

の意思が得られた52名の妊婦を調査対象とし

た。そのうち3つの時期がすべてそろった有効

表1　妊娠期および生後の愛着質問紙

No 妊娠期の愛着

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

妊娠したことがとてもうれしい

胎動を感じるとうれしくなる（胎動を感じる時

が楽しみだ）

早く赤ちゃんに会いたい

赤ちゃんのためになることをいつも心がけてい

る

お腹の赤ちゃんを愛しく思う

お腹をやさしくなでてあげる

超音波で赤ちゃんのようすを見るのが楽しみだ

お腹の赤ちゃんのおかげで私はとても幸せだ

お腹の赤ちゃんに話しかける（話しかけたくな

る）

赤ちゃんの顔を思い浮かべる

No 生後の愛着

1　出産したことがとてもうれしい

2　赤ちゃんの世話をすることが楽しい

3

4

5

6

7

8

9

いつも赤ちゃんと一緒にいたい

赤ちゃんのためになることをいつも心がけてい

る

赤ちゃんを愛しく思う

赤ちゃんをやさしく抱いたり，なでてあげる

赤ちゃんの表情やしぐさを見るのが楽しい

赤ちゃんのおかげで私はとても幸せだ

赤ちゃんに話しかける

10　離れている時も，赤ちゃんのことを思い浮かべ

　　る
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回王者数は37名である。対象者の平均年齢は

29．51歳（SDニ4．2），平均妊娠週数は30．38週

（SD＝7．5）であった。妊娠歴は，初産婦が19

名（51．4％），職業の有無においては，有職妊

婦18名（48．6％），現在の家族形態は，核家族

が24名（64．9％）であった。また，対象者の分

娩様式は帝王切開分娩が9名（24．3％）含まれ

ているが，すべて正期産で健常児を得ている。

栄養i法は母乳栄養が28名（75．7％）である。育

児不安の有無については，生後3か月の時点で

育児不安をもつ母親が，14名（37．8％）あった

が，これらの母親の初経割合に有意差はなかっ

た。

　妊娠期，生後3か月，生後1年時において愛

着を測定した10項目の信頼性係数は，それぞれ

Cronbach’s　a　＝O．　859，　a　＝O．　844，　a　＝O．　774

であった。

2．母親の背景別にみた各時期における児への愛着

　最初に，妊娠期と生後3か月，生後1年の児

への愛着の概観を知るために，母親の背景別に

各時期の愛着得点を求めた（表2）。母親の職

業別にみると，妊娠期においては有職妊婦のほ

うが無職妊婦に比べ，胎児への愛着得点が有意

に高かったが，出生後にこの差は認めなくなっ

た。初産経産別，妊娠の希望の有無別に各時期

の児への愛着得点に有意差はなかった。

　育児に関する項目として，育児が楽しいかど

うか，および育児に幸せを感じるかどうかとい

う質問に対しては，生後3か月，生後1年の時

点ともに，「とても楽しい」，「たびたび幸せを

感じる」と回答した母親の愛着得点がそうでな

い母親の愛着得点を有意に上回った。育児不安

の有無については，生後3か月の時点で育児不

安をもつ母親は，育児不安をもたない母親に比

べ愛着得点が低い傾向が認められるものの有意

な差はなかった。

　各時期における母親のイライラ感の有無，相

談相手の有無，育児援助者の有無別にみた児へ

の愛着得点に有意差は認められなかった。

3．妊娠期の愛着と生後め愛着との関連

　各時期における愛着得点の相関は表3に示

す。全体では妊娠期の愛着と生後3か月の愛着

との間に有意な関連（r＝0．538，p＜0．01），お

よび妊娠期の愛着と生後1年の愛着との間に有

意な関連（r＝0．670，p＝0．Ol）が認められた。

　この関連を初経産別に検討すると，経産婦に

おいては各時期の愛着に一定の相関が認められ

るものの，初産婦においては，妊娠期の愛着と

生後3か月時点での愛着との問に関連を認めな

かった。しかし，初産婦も妊娠期と生後1年と

の間には再び関連が認められた。妊娠希望の有

無においては，積極的に妊娠を希望した母親は

妊娠期の愛着と生後の愛着に相関を認めるが，

積極的に希望していなかった母親では，妊娠期

表2　各時期における母親の背景別愛着得点

妊娠期 産後3か月 産後1年

目　愛着得点　　SD n　愛着得点　　SD n　愛着得点　　SD

全体 37　42．81　（5．2） 37　45．42　（3．7） 37　45．22　（3．3）

職業あり

職業なし

lg　2gigg　（，iigl］＊　S2　25，iiZ　［2ig］ 20　45．89　（2．7）

22　44．58　（3．7）

育児とても楽しい

育児時々楽しい

どちらでもない

0
ヲ
亡
U
O
O

－
⊥
－

lilig・　［il：・i］＊＊　i：・　iiliZ　［ili］］＊＊＊

育児幸せ感多い

たまに感じる
31翻竃：ll］…　31壽：劉1：1；］…

育児不安あり

育児不安なし

14　43．79　（4．6）

23　46．41　（2．7）

17　44．40　（3．3）

24　45．81　（3．3）

嶺p＜0．05　　ホホp＜0．01　　＊串＊p＜0．001
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と生後3か月の愛着との問に有意な相関はなか

った。妊娠中に心配事があった母親，生後3か

月の時点で育児不安をもつ母親も同様の傾向を

示した。

4．妊娠期から生後1年までの愛着の経時的変化と

　その要因

　各時期における児への愛着得点は妊娠期

表3　妊娠期の愛着と生後3か月，

　　との相関係数

生後1年の愛着

妊娠期
産後3か月　　産後1年

全体 ’　O．538　＊＊　O．670　＊＊

初産婦

経産婦

O．384　n．s　O．767　’“’

O．748　＊＊＊　O．629　＊＊

42．81（SD＝5．2），生後3か月45．42（SD＝3．7），

生後1年45．22（SD＝33）であった。対応サン

プルにおける平均値の差の検定を行ったとこ

ろ，妊娠期の愛着に比べ，生後3か月の愛着は，

有意に上昇していた（p〈0．Ol）。生後3か月

と生後1年では有意な変化はみられなかった。

　愛着得点の経時的変化を母親の背景別に検討

すると，経産婦，積極的に妊娠を希望した母親，

妊娠中に心配事のなかった母親，母乳栄養の母

親は，妊娠期から生後3か月にかけ愛着得点が

有意に上昇するが，初産婦，妊娠を希望してい

なかった母親，妊娠中に心配事があった母親

育児不安を抱えている母親育児の楽しさや幸

せ感を感じられない母親群は，妊娠期から生後

3か月にかけての愛着得点が有意な上昇を示さ

ないことがわかった（表4）。

妊娠希望あり

妊娠希望なし

O．532　＊＊　O．647　＊＊＊

O．519　n．s　O．747　“’
v．考 察

妊娠中の心配事あり　0．213　n．s　O．682　＊＊

妊娠中の心配事なし　0．893　＊＊＊　0．631　＊＊

育児不安あり

育児不安なし

O．510　n．s　O．771　“’

O．512　＊　O．601　＊＊

＊p〈O．05　＊＊p〈O．Ol　＊＊＊p〈O．OOI

1．妊娠期の愛着と産後の愛着との関連

　妊娠期から生後1年までの縦断調査におい

て，母親が妊娠期に抱く胎児への愛着は生後3

か月，および生後1年における乳児への愛着と

関連することが確かめられた。

表4　愛着得点の経時的変化

愛着得点（SD） 検定

n　　妊娠期 生後3か月 生後1年　　妊娠期と3か月　　妊娠期と1年

全体 37　42．8i　（5．2）　45．42　（3．7）　45．22　（3．3） ＊＊ ＊＊

初産婦

経産婦

19　43．00　（4．9）　44．63　（3．9）　44．63　（3．0）

18　42．61　（5．7）　46．25　（3．5）　45．83　（3．5）

n．s

＊＊

＊

＊＊

妊娠希望あり

希望なし

25　43．72　（4．2）　45．78　（3．3）　45．28　（3．1）

12　40．92　（6．8）　44．67　（4，7）　45．08　（3．7）

＊

n．s

＊
＊

妊娠中心配事あり

妊娠中心配事なし

18　41．72　（5．1）　44．39　（4．2）　44．22　（2，9）

19　43．84　（5．3）　46．39　（3．1）　46．16　（3．4）

n．s

＊ホ

＊
＊

育児不安あり（3か月）14　41．43（6．0）　43．79（4．6）　43．64（2。8）

育児不安なし（3か月）　23　43．65（4．6）　46．41（2．8）　46．17（3．3）

n．s

＊＊

n．s

＊＊

育児とても楽しい

どちらでもない

！9　44．53　（4．6）　47．34　（2．2）　47．05　（2．2）

3　40．00　（2．6）　41．00　（6．6）　43．00　（4．4） n．s

＊

n．s

育児幸せ感たびたび　　31　43．71（4．5）　46．66（2．5）　45．gO（3．0）

どちらでもない　　　　6　38．17（2．6）　39．00（6．6）　41．67（4．4）

＊＊＊

n．s

＊＊

n．s

母乳栄養

混合・人工栄養

28　43．07　（4．6）　45．50　（3．7）　45．36　（3．3）

9　42．00　（7．1）　45．17　（4．1）　44．78　（3．4）

＊＊

n．s n．s

＊p〈O．05　＊＊p〈O．Ol
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　妊娠期の愛着と生後1か月の新生児への愛着

は，MUIIeri）がPrenatal　Attachment　Inventory（以

下PAI）およびMaternal　Attachment　Inventory

（以下MAI）を用いてr＝0．4，その日本語版を

用いて辻野ら2）がr＝0．515，佐藤3）がr＝0．440と

報告している。今回は，妊娠期と生後3か月が

r＝0．538，妊娠期と生後1年ではr＝0．670とい

う結果であった。この結果は，妊娠期の愛着と

生後1か月の新生児への愛着との間の関連を見

出した先述の研究を支持し，さらに，妊娠期の

愛着は新生児期のみならず，生後3か月および

1年を経過した乳児への愛着とも関連している

ことを示している。しかし，相関の程度として

は中等度の関連であり，妊娠期に将来の母子関

係を予測することにおいては，妊娠期の愛着得

点も大いに関連するものの，それだけでは十分

な予測はできないこと，他にも出産時やその後

の多くの要因が愛着形成に影響していることを

示している。

　また，妊娠期と生後3か月における相関より

も，時間を経た妊娠期と生後1年との間の相関

のほうがやや高い傾向にあった。この理由につ

いては，初産婦や妊娠を希望していなかった母

親妊娠中に心配事のあった母親生後3か月

に育児不安の出現した母親など，妊娠期の愛着

と生後3か月の愛着との間に相関を示さない母

親群が存在したことが一因にある。例えば初産

婦と経産婦を比べると，経産婦においては育児

への慣れや余裕から各時期の愛着が一定してい

るが，初産婦においては，妊娠期に想像してい

た乳児像や育児イメージと現実の育児負担との

ギャップが愛着得点に反映し相関を失っている

ことが考えられる。これらのことより，生後3

か月の時期における愛着の不安定さを推測する

ことができる。児への愛着はさまざまな要因に

影響されながら，常に流動する可能性を持って

いるものと考えられ，母子間の愛着関係を論じ

る際，Bowlby6）が述べるように一時期の愛着の

強さと同時に，愛着の時間的な安定性がより重

要な意味をもってくるものと思われる。

　なお，本調査で得られた相関係数は，調査時

期の時間的スパンが長いことを考慮すると先述

の辻野ら2）や佐藤3）の報告より幾分高いと思わ

れる。これは本調査で用いた測定の尺度は，
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PAI，　MAIに比べ項目数，表現ともに，妊娠期

と生後の‘対応’をより意識したものであるこ

とが影響していると思われる。

2．愛着の経時的変化とその要因

1）　愛着の経時的変化

　母親が抱く児への愛着は，妊娠期から生後3

か月にかけて有意に上昇し，その後1年まで一

定のレベルを保つことが確かめられた。

　出産と対児感情の変化について，辻野らは

PAIおよびMAI日本語版を用い，妊娠期の愛

着の平均点は55．9であったのが，生後1か月の

愛着の平均点は101．8に上昇すること，また，

妊娠期の愛着得点はほぼ正規分布しているが，

産後の愛着得点は高値へ偏移することを報告し

ている2）。PAI尺度（24項目）とMAI尺度（26

項目）の項目数の違いを考慮したとしても，こ

の結果から妊娠期から生後1か月の時期にか

け，児への愛着得点が上昇していることがうか

がえる。本調査も辻野らの結果を支持し，さら

に出産をきっかけに上昇した児への愛着が，そ

の後1年まで，比較的安定した一定のレベルを

保つことを示していると考えられる。

2）愛着の経時的変化に影響する要因

　愛着得点が上昇する要因について，初産婦，

妊娠を希望していなかった母親，妊娠腎に心配

事があった母親生後3か月時に育児不安を抱

えている母親，非母乳栄養の母親，育児の楽し

さや幸せ感を感じていない母親群は，妊娠期か

ら生後3か月にかけて愛着得点が有意な上昇を

示さないことがわかった。

　この理由として，初産婦は経産婦に比べ産後

の育児に慣れる時期が平均6．3か月と有意に遅

延すること，また，対児感情不良群において育

児に慣れる時期が遅いことが指摘されてお

り5），この時期の初産婦の育児に対するとまど

いや負担感が愛着得点の上昇を抑制しているこ

とが予想される。しかし，生後1年までの問に

は，愛着得点が上昇し経産婦と同様のレベルと

なっていることから，初産婦にとっては出産直

後の数か月間は愛着がゆらぎやすい危機的な時

期であること，愛着形成について，母親の育児

への適応を考慮すると，特に初産婦においては

3か月よりも長い視点でみていく必要があるこ
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とが示唆される。

　妊娠の希望の有無別にみると，積極的に妊娠

を希望した群は，出産後愛着得点が有意に上昇

し，かつ各時期における愛着に関連を認めるが，

積極的に妊娠を希望していなかった群にはその

関連性を認めず，また，生後3か月にかけても

愛着得点が上昇しないことがわかった。産褥入

院中の母親を対象にした阿南7）の調査において

も，希望した妊娠でなかった人は対児感情のう

ち，回避感情や拮抗感情が有意に高いことが指

摘されており，本調査結果を支持しているもの

と思われる。また，この群は妊娠期と生後3か

月の愛着との間に相関をもたなかったことか

ら，産後に愛着得点が上昇する母親もいる反面，

愛着が高まらない，あるいは低下する母親が含

まれている可能性があるといえる。つまり，妊

娠を積極的に希望していない母親に関しては，

妊娠期の愛着得点から産後の母子関係が予測し

にくいということができ，妊娠期の過ごし方や

状況，出産後のサポートの質によって，児への

愛着形成が左右される可能性を示している。

　育児に関連する要因として，育児不安の有無

については，不安を持たない母親は妊娠期に比

べ生後3か月の愛着得点が有意な経時的上昇を

示すが，育児不安をもつ母親は上昇しないこと

がわかった。しかしこの2群間で生後3か月の

愛着得点を比較した場合，育児不安をもつ母親

の愛着得点は低い傾向にあったが，有意ではな

かった。

　一方，生後3か月，1年頃もに，育児に楽し

みや幸せを感じている母親は愛着得点が経時的

に有意に上昇するとともに，育児の楽しみや幸

せを感じない母親群に比較し，児への愛着得点

が有意に高かった。佐藤8）は，出産後1か月に

おける母親の愛着感情は，母親の育児態度のう

ち育児の楽しさに対してのみ影響力をもち，育

児の苦しさ，心配・困惑・不適格感などネガテ

ィブな感情に対する影響力はもたないことを指

摘している。本調査においても，産後3ヶ月，

1年の時点で，育児不安やイライラ感といった

否定的・消極的感情の有無による愛着得点の差

はなく，育児の楽しみや幸せ感といった感情が

愛着得点に有意差をもたらしていたことは，佐

藤の結果を支持するものであると考えられる。

小児保健研究

反面，経時的変化を追っていくと，育児不安を

抱えている状況は愛着感情の高揚を抑制してい

る可能性が示され，ある一時過における愛着感

情には，育児の楽しさや幸せ感といった積極的

な感情が大きく影響するが，母子の親和の深ま

りや関係性の発達という長期的な側面に着目す

ると育児不安を抱えていることは，母親の愛着

感情に否定的な影響を与えることが示唆され

た。

　児への栄養法と愛着との関連においては，笹

野9）が，3か月児をもつ母親を対象に母乳栄養

を行っている人に比べ混合・人工栄養を行って

いる人は児への愛着のうち「児との楽しみ」が

有意に低かったことを報告している。これらの

ことより，授乳行動を通してなされる児との直

接的なふれあいも，母親の愛着を高める一因で

あることが推測される。

　最後に，本調査は，妊娠期から産後1年にわ

たる縦断調査であるが，すべての時期にデータ

の得られた対象者が少ないこと，愛着の測定に

関し，独自に作成した質問紙を用いたため，他

の所見と比較ができないことなどの課題があ

る。今後これらの課題をふまえ，長期的調査を

重ねていく必要がある。

V．ま　と　め

1）　母親が妊娠期に抱く胎児への愛着は，生後

　3か月および生後1年の乳児への愛着と有意

　に関連していた。

2）　児への愛着得点は，妊娠期から生後3か月

　にかけ有意な経時的上昇を示し，その後，1

　年まで一定のレベルを保っていた。

3）　初産婦，妊娠を積極的に希望していなかっ

　た母親，妊娠中に心配事のあった母親，生後

　3か月時に育児不安をもつ母親群は，妊娠期

　から生後3か月にかけて，愛着得点の上昇を

　示さず，かつ，この2時点の間に関連性もも

　たなかった。これらの群にとって，生後3か

　月までの頃は育児に余裕がもてない時期，愛

　着形成において危機的な時期であり，育児へ

　の適応を考えた長期的視点でかかわっていく

　必要性が示唆された。
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